
材料のESR - 電気検出磁気共鳴 ⑤

関連製品：電子スピン共鳴装置(ESR)

■ダイオードの電圧依存性

ダイオードは整流作用を持つ電子素子であり、その特徴は以下にまとめられます。

・電気の流れを整える：交流から直流への交換や逆流を防ぐ

・電圧を一定にする ：電源電圧の基準とされたり、過電圧から回路を保護する

信号を検波する ラジオなどの無線信号から音声信号を取り出す・信号を検波する：ラジオなどの無線信号から音声信号を取り出す

今回は、ダイオードの電圧依存性を EDMR 法にて測定しました。図 1 は電圧を横軸

とEDMR 強度は徐々に大きくなり、0.4 V 付近で極大を示しました。この結果は、極大

の電圧では拡散電流が支配的になることを示しています[1]。

再結合電流の流れやすさは、半導体素子の性能を左右する非常に重要な特性と

シュ時間にも関係しています。このように再結合電流は半導体素子の性能に直結す

スピンを増やす等の工夫をすることで再結合電流の流れやすさを制御することも可能スピンを増やす等の工夫をすることで再結合電流の流れやすさを制御することも可能

ても環境変化により変動します。

EDMR の原理と測定についてはアプリケーションノート ER170006-9 をご参照くださ
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図1.整流ダイオードに順方向の電圧を
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軸に、EDMR 強度を縦軸に示しました。図より、 ダイオードにかける電圧を上げる

大を示す0.4 V 付近まではスピンに依存した再結合電流が支配的であり、それ以上

され、ダイオードのスイッチングスピードや耐圧性能、あるいは DRAM のリフレッ

する指標を与えると言えます。半導体素子の製造過程で重金属を拡散させて電子

能です。再結合電流の流れやすさは、電子素子により異なり、また同素子であっ能です。再結合電流の流れやすさは、電子素子により異なり、また同素子であっ

さい。
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を印加した時の電圧と EDMR 強度の変化
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